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１．研究の目的 
本研究は，過去の被害情報の収集，被害指標(DI)の洗い出し，被害程度(DOD)の分析，竜巻

発生時の空気力学的作用と工学的に等価な風速への換算手法，時空間的に非定常な流れ場での
構造物や樹木等の空気力の性質，構造物や樹木等の耐力，強度の評価方法など多岐にわたる，
竜巻被害評価関連技術を構築し，日本版改良フジタスケールの策定に寄与することを目的とす
る。 
 
２．研究の方法 
 平成 27 年度は以下の項目について検討を行った。 
（１）平成 26 年度までに検討した日本版改良フジタスケールの基本方針に基づく Damage 
Indicator（DI），Degree of damage（DOD）の設定 
（２）被害発生に必要な等価風速の概念の提案と，風速算定根拠を明確にした DOD と風速の
関係の解明 
（３）「日本版改良藤田スケール」の設定に必要な，DI, DOD 風速対応表の構築 
 
３．研究成果 
（１）平成 26 年度までに検討した日本版改良フジタスケールの基本方針に従って，建築物，工
作物その他等に分けて Damage Indicator（DI）を選定し，Degree of damage（DOD）を設定した。 
特に，日本における地域性，社会的背景，自然環境等を考慮して，竜巻等突風の評価に広く適
用可能な対象物を選定した。コンテナ，車両，樹木，アスファルト舗装等にその特徴が表れて
いる。 
（２）米国の改良フジタスケールでは，定性的な評価に基づき決定されていた DOD とその風
速について，被害発生に必要な等価風速の概念を提案し，風速算定根拠を明確にした DOD と
風速の関係を明らかにした。 
（３）「日本版改良藤田スケール」の設定に必要な，DI, DOD 風速対応表を構築した。また，過
去の被害事例を今回検討した DI, DOD で評価し，従来の評価との対応関係を明らかにした。そ
の結果，従来の藤田スケールと改良藤田スケールの間の風速の関係を簡単な経験式で表すこと
ができた。 

なお、気象庁は、これらの研究成果を踏まえて、平成 27 年 12 月に日本版改良フジタスケー
ルを策定し、平成 28 年 4 月 1 日よりその運用を開始している。 
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６．研究集会の開催 
 平成 28 年 2 月 27 日東京工芸大学中野キャンパス芸術情報館３階大会議室にて、公開研究集
会「日本版竜巻スケールおよびその評価手法に関する研究」を以下のプログラムで開催し、平
成 27 年度の研究成果を公表した。 
 
１３：００～趣旨説明 東京工芸大学名誉教授，田村 幸雄 
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１６：００～気象分野，気象学的な竜巻研究の動向 
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